
 

【課】 令和５年度の取り組みについて 

 

【新規・拡充事業１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規・拡充事業２】  
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【新規・拡充事業３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新規・拡充事業４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援を必要とする子育て世帯の居宅を訪問し、生活状況の把握や食事の提供等を通じて子ども

の安全確認と見守りを実施する。 

対象者：支援対象児童等として登録されている児童、及び支援や見守りを必要とする０歳~ 

１８歳の児童及び妊婦等のいる家庭２００世帯 

実施方法：NPO法人に事業委託し実施 

内容：８月から 1月まで、月に１回食料等を支援員が家庭訪問にて配付し、安全確認を行う。 

夏休み、冬休みも実施することにより、長期休みも地域の見守りが受けられる。 

効果：地域につながることにより、子ども達の見守りの目が広がり、児童虐待の防止や早期発見につ 

ながる。 

一時保育事業のＷＥＢ予約システムの導入 
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子ども家庭支援センターの連携イメージ

公立・私立小中学校 公立・私立幼稚園 子どもスキップ 区民ひろば 保健所
民生・児童委員 社会福祉協議会 児童相談所 警察署 など

子ども家庭・女性相談G

庶務・事業G
（子育てインフォメーション・

ファミリーサポートセンター）

児童給付G

子育て支援課

児童相談課

子ども家庭支援センター

子ども若者課：中高生センタージャンプ アシスとしま すずらんスマイルプロジェクト
保育課：公立・私立保育園 など

連携
情報共有

連携
情報共有

相談事業（東部Ｃ・西部Ｃ）

広場事業（東部Ｃ・西部Ｃ）

一時保育事業（東部Ｃ・西部Ｃ）

地域組織化活動事業（東部Ｃ・西部Ｃ）

育児支援ヘルパー事業（東部Ｃ・西部Ｃ）

子どもショートステイ事業（東部Ｃ・西部Ｃ）

主事業
連携

情報共有

発達支援事業（西部Ｃ）

子どもの権利擁護事業（子どもの権利G）

付加事業

連携・情報共有
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豊島区児童相談所について

子ども家庭部 児童相談課長 小林 拓

子ども家庭支援センター運営協議会 資料

資料５



豊島区児童相談所開設までの主な歩み
日 付 内 容

平成２８年１０月２５日 政策経営会議にて長崎健康相談所を改築し児童相談所及び一時保護所を整備する意思決定

平成２８年１２月１３日 長崎健康相談所建替えに関する住民説明会（第１回）

平成３０年６月１５日 長崎健康相談所改築工事に関する住民説明会（第２回）

平成３０年１０月１８日 旧長崎健康相談所解体工事に関する住民説明会（第３回）

平成３１年３月２７日 長崎健康相談所・児童相談所等複合施設の改築工事の計画変更に関する住民説明会（第４回）

令和２年４月１６日 長崎健康相談所・児童相談所等複合施設の改築工事に関する住民説明会（第５回）

令和３年５月２８日～
１１月２９日

児童相談所設置に係る東京都との確認作業 全３回（５/２８・８/２５・１１/２９）
厚生労働省との児童相談所設置に係る事前協議（９/３０）

令和４年１月３１日 児童福祉法第５９条の４第１項に基づく政令で定める市の指定要請（国への要請）

令和４年６月１４日 豊島区を「児童相談所設置市」とする児童福祉法施行令の一部を改正する政令の閣議決定

令和４年６月１７日 豊島区を「児童相談所設置市」とする改正児童福祉法施行令公布

令和４年６月２５日 長崎健康相談所・児童相談所等複合施設に係る地域説明会

※特別区児童相談所は、世田谷区・江戸川区・荒川区・港区・中野区・板橋区が開設、豊島区は７番目

意思決定から
７年目の開設

１



住 所：豊島区長崎3-6-24

西武池袋線 東長崎駅北口より徒歩７分

〃 椎名町駅北口より徒歩８分

施設概要

※敷地面積：１５００．７９㎡／延床面積：３２３９．３４㎡／建物構造：ＲＣ（鉄筋コンクリート造）／階数：地上３階・地下１階 ２

３階 児童相談所

２階 児童相談所（一時保護所）

１階 長崎健康相談所・消防団施設

地下１階 長崎健康相談所

＊建物は、令和４年１０月３１日竣工済

〔フロアー簡易図〕



1階 エントランス 1階 長崎健康相談所 待合室

3階 児童相談所 受付 3階 児童相談所 相談室3階 児童相談所 待合室

豊島区児童相談所・長崎健康相談所の内観

※内装には区の友好都市である秩父産木材を活用し、明るく温かみのある室内環境を整備 ３

1階 長崎健康相談所 心理相談室



一時保護所の内観

運動場

リビング保護所入口

食堂と学習室

※保護の事由等により、区の一時保護所が適切でない場合は、特別区間、東京都と特別間の相互利用を活用し対応 ４

一時保護所は２歳から１８歳の児童を対象

とし、幼児4名、学齢男子4名、学齢女子4名、

計12名を定員とする。

室内は、ワンフロアで日差しが入る明るく

開放的なリビングがあり、幼児や学齢児童が

一緒に生活できるような環境が整備されて

いる。

また、子どもの生活全般を支援する保育士

や児童指導員、子どもの健康を守る看護師、

子どもの学習を担当する学習指導員などの

多種多様な職員を配置し、子どもたちの最善

の利益を保障していく。



豊島区児童相談所・長崎健康相談所等複合施設について
～新たな子ども・子育ての相談拠点～

子育て
健康支援

地域の
文化財

地域の
安全・安心

消防団施設を併設！

地域防災の中核的な役割を担う消防団施設を併設し、地域の

安全・安心を総合的に守る。

▲消防団放水訓練（イメージ）

新たなコミュニティを創出！
各種イベントの実施や交流スペースの活用により、新たな賑わい

を創り出し、まちの価値をさらに高める。
▲長崎獅子舞（イメージ）

子育て・母子保健部局の連携のさらなる強化
妊娠・出産から子育てに至るまでの相談拠点として、切れ目

ない支援の充実を図る。
▲子育て健康講座（イメージ）

※母子保健機能（保健所）を併設した児童相談所として整備され、２３区初となる。 ５



豊島区児童相談所
子どもにとっての『最善の利益』を実現するため、関係機関と連携して家族等へ

の援助を行い、問題を解決していく専門相談機関です。

▼相談の種類

児童福祉司、児童心理司、保健師、医師、弁護士等

が連携し、一人ひとりに合わせた支援を行う。

・養育が困難になったときの相談
・児童虐待に関する相談など

・愛の手帳の取得に関する相談
・子どもの発達に関する相談など

・金銭持ち出し等に関する相談
・家出に関する相談など

・子どもの行動に関する相談
・家庭内暴力の相談など

養護相談

障害相談

非行相談

育成相談

▼愛の手帳の判定

知的障害のある方が各種サービス（手当や制度等）を受けるために交付

される手帳。

豊島区在住で18歳未満の方は、令和5年2月からは愛の手帳の判定機

関が豊島区児童相談所となる。

▼一時保護機能を併設

児童相談所では、子どもの心身の状況、置かれている環境やその他の

状況を把握するため、必要に応じて一時保護を行う。

▼里親の認定登録

2月から豊島区にて里親の認定登録を行う。

※フォスタリング機関（二葉乳児院）

子どもの権利を守る 安全・安心な生活を保障する

※豊島区は「児童相談所設置市」に指定されたことにより、２月から新たに１６の事務が東京都から移管される。 ６

令和５年２月１日 開設



組織体制

管理
グループ

庶務担当
事務職員（８）
会計年度任用職員：事務員（２）

庶務事業、施設維持管理、児童相談所の
運営管理 等

措置費担当
措置費・一時保護委託費の支払い、
費用徴収、負担金・補助金 等

相談・調整グループ
児童福祉司（５）、保健師（１）
会計年度任用職員：業務指導員（１）、電話相談受
付員（2）、虐待対応協力員（５）、警察OB（２）

相談・通告の受付、初動対応、ケースの
振り分け 等

児童福祉
グループ

地域担当
児童福祉司（９）
会計年度任用職員：業務事務員（２）

子ども・保護者・関係者への支援・指導
および調整 等

家庭養護担当
児童福祉司（２）
会計年度任用職員：地域支援指導員（２）

里親登録・育成支援、里親委託、特別養子縁
組の推進・フォスタリング機関との調整 等

心理支援グループ 児童心理司（８）
子ども・保護者への心理治療・心理教育、
医師との連携・調整、心理診断、判定業務
（愛の手帳・特別児童扶養手当関係） 等

一時保護グループ

児童指導員（１８）、心理療法担当（１）、栄養士（１）
会計年度任用職員：福祉業務専門員（５）、心理療
法担当（１）、看護師（２）、管理業務支援員（２）、
学習指導員（３）、用務員（２）、夜間支援員（１５）

保護児童の生活指導、健康管理、行動観察、
行動診断 等

児

童

相

談

課

長

児

童

相

談

所

長
（部

長

級
）

開設時の職員数：101名（予定） 常勤55名／会計年度任用職員46名

※児童福祉司１６名の内３名を、児童心理司８名の内１名をＳＶとして配置し、職員の相談援助力の向上を図る ７



関係機関との連携による相談対応
一時保護など法的対応の専門機関である

「児童相談所」と身近な子育て相談機関であ

る「子ども家庭支援センター」が区の児童相

談行政の両輪となり、母子保健局（池袋保健

所・長崎健康相談所）や関係機関との連携を

通じて、身近な相談からハイリスクな相談ま

での多種多様な相談に対して的確な支援を

行う。

専門的な対応
・緊急対応
・ハイリスク対応

予防的支援
・健康相談
・妊娠・出産相談
・子育て相談

豊島区
児童相談所

子ども家庭部局

子ども家庭支援セン
ター
広場機能

進行・再発防止
・養育困難家庭の支援
・養育不安の対応

母子保健部局
池袋保健所
長崎健康相談所

子どもの権利
グループ

〇閉庁時の緊急連絡体制
→平日は午後5時から翌朝午前9時まで、休日は

24時間民間事業者に電話対応を委託

〇虐待通告等への48時間以内の安全確認体制
→対応する職員のローテーション体制を整備

〇警察との連携体制

夜間休日の緊急を要する児童虐待連絡体制

※警視庁・区内三警察署と「児童虐待対応の連携を強化するための協定書」「覚書」の締結（Ｒ５.１.２３） ８



“オールとしま”による児童相談体制

児童相談所

子どもを守る

子ども家庭支援センター

家族を支える

児童養護施設

学校

保育園・幼稚園

保健所 医療機関

警察

裁判所

子どもの権利擁護委員

地域団体・NPO

民生委員・児童委員

福祉行政機関

池袋保健所・長崎健康相談所

健康を守る

保護司

青少年育成委員

増加しつづける児童虐待等の相談に対して、

「児童相談所」と「子ども家庭支援センター」に

母子保健の専門機関である「池袋保健所・長崎

健康相談所」を加えた三機関が核となる仕組み

により、それぞれの専門性を活かした迅速かつ

適切な対応を行う。

関係機関との連携と地域のネットワークを活用

した“オールとしま”による児童相談支援体制を

確立し、虐待の疑いのある子どもとその家庭の

早期発見、早期対応と予防に努め「児童虐待ゼ

ロ」を目指していく。

※三機関の取組みについて検討を重ね、運用に係る「三機関連携マニュアル」を整備する。 ９

長崎健康相談所
健康推進課

〈健康を守る〉

子ども家庭

支援センター

〈家庭を支える〉

児童相談所

〈子どもを守る〉

三機関



◆ （仮称）としま子どもの権利擁護センターの設置

▼事業イメージ図

子どもの権利を擁護する第三者機関として、中立性及び独立性を担保する「（仮称）としま
子どもの権利擁護センター」を設置します。また、子どもからの相談を受けたり、子どもの権
利擁護委員の補佐等をする「子どもの権利相談員」を新たに2名配置します。
子どもにとって親しみのある施設へアウトリーチしながら、子どもたちの相談や声から権利
侵害を早期発見することで、子どもの権利救済につなげます。

第三者機関として
中立性及び独立性を担保

1 資料６


